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第
十
二
節
分
析
究
理
所
の
設
立
　
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
生
理
学
に
詳
し
く
、
眼
科
に
長
じ
て
は
い
た
が
、
一
人
で
何
科
の
授
業
を
も
担
当
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
歎
き
、
少
く
と
も
教
師
二
人
で
医
学
教
育
を
推
進
し
た
い
と
考
え
、
特
に
、
物
理
学
、
化
学
を
医
学
専
門
教
育
か
ら
分
立
せ
し
め
る
要
を
痛
感
し
、
別
に
研
究
所
を
設
け
、
そ
の
専
任
教
授
を
迎
え
て
、
医
学
研
究
の
便
を
計
り
、
研
究
の
精
果
を
得
た
い
と
計
画
を
示
し
、
当
路
者
を
通
じ
て
幕
府
に
建
白
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
賛
同
し
た
幕
府
は
、
医
学
の
基
礎
科
学
研
究
所
設
立
と
専
任
教
授
招
聴
を
承
認
し
た
の
で
、
元
治
元
年
五
月
、
長
崎
奉
行
所
は
分
析
究
理
所
の
設
立
を
準
備
し
、
出
来
鍛
冶
屋
町
武
内
億
助
の
所
有
に
か
か
る
小
島
郷
字
佐
古
の
畑
地
三
百
九
去
坪
二
合
五
勺
（
歳
「
二
竪
捗
二
）
を
借
受
け
、
手
当
と
し
て
、
毎
歳
吾
七
＋
五
匁
八
厘
八
毛
八
弗
を
仕
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
養
生
所
増
地
、
分
析
究
理
所
設
立
の
敷
地
と
し
て
の
下
畑
一
反
三
畝
十
歩
の
う
ち
、
三
百
七
十
四
坪
、
反
別
一
反
二
畝
二
十
四
歩
の
高
は
三
斗
九
升
二
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
合
七
勺
で
、
下
畑
四
畝
歩
の
う
ち
、
二
十
一
坪
二
合
五
勺
、
反
別
二
十
一
歩
二
厘
五
毛
の
高
は
二
升
二
合
三
勺
で
あ
り
、
合
計
三
百
九
十
五
坪
二
合
五
勺
、
同
反
別
一
反
三
畝
五
歩
二
厘
五
毛
の
高
は
四
斗
一
升
五
合
、
石
盛
三
斗
一
升
五
合
と
な
る
た
め
、
そ
の
作
徳
銀
は
一
ケ
年
作
徳
銀
一
斗
に
つ
き
、
銀
一
匁
五
分
宛
で
、
五
百
九
十
二
匁
八
分
七
厘
五
毛
で
あ
り
、
そ
の
三
分
減
と
し
て
銀
五
百
七
十
五
匁
八
厘
八
毛
八
弗
を
手
当
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
手
当
の
う
ち
、
士
ハ
匁
三
厘
八
毛
は
奏
五
塁
ヶ
年
分
（
励
好
饗
摯
鞍
躊
董
羅
館
饒
肇
吾
辛
九
釜
厘
八
弗
號
段
手
当
と
し
て
給
与
の
分
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
六
月
に
入
り
、
新
大
工
町
の
薄
井
佐
吉
、
大
串
屋
長
次
郎
、
福
井
屋
直
助
の
三
名
が
千
七
百
六
十
八
両
で
分
析
究
理
所
の
建
築
工
事
を
請
負
い
、
今
下
町
米
原
大
助
、
長
崎
村
増
太
郎
、
米
太
郎
、
喜
代
太
郎
の
四
名
が
保
証
人
と
な
り
、
畑
地
、
山
林
等
が
質
入
合
銀
八
十
三
貫
五
百
二
十
三
匁
八
分
を
担
保
と
し
て
普
請
方
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第
十
二
節
　
　
分
析
究
理
所
の
設
立
掛
所
に
提
供
し
た
。
こ
の
工
事
は
八
月
中
旬
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
十
月
に
至
っ
て
落
成
し
た
が
、
専
任
教
授
と
し
て
ハ
ラ
タ
マ
が
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
奨
め
に
よ
っ
て
招
聴
さ
れ
た
。
　
元
治
元
年
五
月
、
分
析
窮
理
所
の
設
立
準
備
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
見
通
し
が
つ
い
た
八
月
十
四
日
（
一
八
六
四
年
九
月
十
四
日
）
、
　
長
崎
奉
行
所
で
は
町
便
に
よ
り
「
長
崎
養
生
所
脇
へ
分
理
井
窮
理
所
其
外
御
取
建
御
普
請
掛
名
前
井
野
扶
持
被
下
方
之
儀
二
付
奉
伺
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
、
竹
村
譲
之
助
を
経
て
九
月
十
四
日
（
陽
暦
十
月
十
四
日
）
、
そ
れ
を
幕
府
は
受
取
っ
て
い
る
が
、
慶
応
元
年
四
月
十
日
（
一
八
六
五
年
五
月
四
日
）
、
服
部
左
衛
門
佐
は
町
便
に
よ
り
「
長
崎
精
得
館
内
分
理
究
理
所
教
師
手
伝
御
雇
之
儀
蘭
医
ボ
ー
ド
イ
ン
申
立
候
義
二
付
再
応
申
上
候
書
付
」
を
斎
藤
錠
三
郎
を
経
て
幕
府
に
進
達
し
た
。
幕
府
は
こ
れ
に
対
し
、
五
月
九
日
（
陽
暦
五
月
三
日
）
、
「
長
崎
表
養
生
所
究
理
学
校
手
伝
御
雇
之
儀
－
伺
書
江
御
書
類
御
添
三
月
十
八
日
御
下
二
付
同
月
十
五
日
頃
申
進
候
然
ル
処
再
応
御
伺
書
遣
候
二
付
行
違
与
存
し
先
留
置
候
」
と
回
答
し
た
。
処
で
、
精
得
館
に
附
設
さ
れ
た
分
析
究
理
所
の
名
称
は
設
立
申
請
の
際
、
養
生
所
究
理
学
校
と
仮
称
さ
れ
、
慶
応
元
年
四
月
上
旬
に
は
精
得
館
分
理
究
理
所
と
称
さ
れ
、
四
月
末
に
は
分
析
究
理
所
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
四
月
二
十
七
日
（
陽
暦
五
月
二
十
一
目
）
、
服
部
左
衛
門
佐
は
宿
次
に
よ
り
「
長
崎
精
得
館
中
分
析
究
理
所
教
師
手
伝
蘭
人
御
雇
之
儀
二
付
再
応
奉
伺
候
書
付
」
を
神
原
重
五
郎
を
経
て
幕
府
に
進
達
し
、
五
月
二
十
五
日
（
陽
暦
六
月
十
八
日
）
に
こ
れ
を
受
取
っ
た
幕
府
は
閏
五
月
二
十
八
日
（
陽
暦
七
月
二
十
日
）
、
伺
の
通
り
取
計
う
よ
う
許
可
し
て
い
る
が
、
閏
五
月
八
日
（
陽
暦
六
月
二
十
九
日
）
、
服
部
左
衛
門
佐
は
元
治
元
年
十
月
十
一
日
（
一
八
六
四
年
十
一
月
九
日
）
に
長
崎
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
朝
比
奈
伊
賀
守
昌
広
と
連
署
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
船
便
に
よ
り
「
長
崎
表
精
得
館
中
分
析
究
理
所
御
構
内
江
掛
支
配
向
井
地
役
之
者
共
詰
所
取
建
侯
儀
二
付
申
上
置
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
。
佐
藤
清
五
郎
を
経
て
閏
五
月
十
九
日
（
陽
暦
七
月
十
一
日
）
に
こ
れ
を
受
取
っ
た
幕
府
は
六
月
五
日
（
陽
暦
七
月
二
十
七
日
）
に
至
り
、
次
の
回
答
を
発
し
た
。
　
　
　
　
　
覚
　
書
面
金
九
拾
七
両
三
分
を
以
出
来
之
積
御
入
用
出
方
之
儀
者
伺
之
通
相
　
心
得
仕
上
之
上
可
成
丈
御
入
用
相
減
候
様
取
計
追
而
内
訳
帳
相
添
尚
可
　
被
申
聞
候
事
一ヱ18一
　
八
月
に
は
分
析
究
理
所
の
完
成
を
長
崎
奉
行
は
幕
府
に
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
分
理
所
究
理
所
と
称
し
て
い
る
。
然
し
、
両
者
は
化
学
実
験
室
を
分
理
所
叉
は
分
析
所
と
呼
び
、
物
理
学
実
験
室
を
究
理
所
と
呼
ん
だ
が
、
両
者
を
併
せ
て
分
析
究
理
所
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
八
月
十
七
目
（
陽
暦
十
月
六
日
）
、
服
部
左
衛
門
佐
ば
分
析
究
理
所
の
完
成
を
幕
府
に
報
じ
た
。
即
ち
、
宿
次
に
よ
り
「
長
崎
表
小
嶋
郷
精
得
館
御
構
内
江
分
理
所
究
理
所
其
外
等
新
規
御
普
請
出
来
栄
見
分
相
済
候
義
申
上
候
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
た
が
、
幕
府
は
山
下
金
介
を
経
て
十
月
十
二
日
（
陽
暦
十
一
月
一
，
，
一
十
九
日
）
に
受
取
っ
て
い
る
。
叉
、
同
日
、
服
部
左
衛
門
佐
は
朝
比
奈
伊
賀
守
と
連
署
し
て
宿
次
に
よ
り
「
長
崎
精
得
館
御
構
内
江
分
理
所
究
理
所
井
支
配
向
其
外
詰
所
新
規
御
普
請
御
用
相
勤
候
麦
配
向
之
者
江
御
褒
美
之
儀
奉
願
候
書
付
」
及
び
．
「
長
崎
精
得
館
御
構
内
江
分
理
所
究
理
所
其
外
御
落
成
二
付
蘭
医
教
師
ホ
ー
ト
ウ
ヱ
ン
江
被
下
物
之
義
奉
伺
候
書
付
」
を
進
達
し
た
。
分
析
究
理
所
の
落
成
に
よ
っ
て
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
以
下
、
関
係
者
は
褒
賞
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
褒
賞
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
幕
府
の
回
答
を
得
て
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
い
る
。
　
　
　
　
覚
　
書
面
ホ
ー
ド
ヱ
ン
江
縮
緬
紅
白
五
反
被
下
候
間
御
品
者
御
買
上
之
上
被
　
下
方
可
被
取
計
候
事
　
さ
て
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
努
力
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
推
薦
に
よ
っ
て
招
聰
さ
れ
た
ハ
ラ
タ
マ
が
着
任
し
て
か
ら
、
、
こ
こ
で
教
え
ら
れ
た
の
は
物
理
学
、
化
学
な
ど
の
自
然
科
学
関
係
の
一
般
教
養
科
目
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
実
習
も
近
代
的
な
方
法
を
以
て
な
さ
れ
、
多
く
の
原
書
も
備
え
ら
れ
て
、
そ
の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奉
行
所
の
依
頼
に
よ
り
、
従
来
、
製
鉄
所
で
行
わ
れ
て
い
た
分
析
の
仕
事
も
、
長
崎
会
所
の
掛
か
ら
提
出
さ
れ
る
偽
銀
の
鑑
定
や
、
各
藩
の
依
頼
す
る
各
地
鉱
産
物
の
分
析
に
至
る
ま
で
、
長
崎
に
お
け
る
医
学
教
育
の
基
礎
教
科
課
程
の
教
授
の
他
に
も
社
会
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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